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組織として医療の質を保証する：
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　聖路加国際病院では、2004年以降の電子カルテのデータを用いて、約loo項目に及ぶQuality　Indicator（QI膠質
指標）を算出し公開している。たとえば、血糖降下薬を処方された患者の何パーセントが当該年度の最後に測定
したHbAlcが7．0％以下にコントロールされていたのか、市中肺炎患者の何パーセントが来院後4時間以内に抗
菌薬を投与されていたのかなどで、最大の目的は、エビデンスに基づいた医療（Evidence－based　Medicine：EBM）
実践の度合いの可視化である。
　10年近く前からわが国でも、EBMの手順による診療ガイドラインが多数作成されるようになり、診療の質が
向上しつつあることは疑いのないところである。しかしながら、実際にエビデンスに基づいた医療が行われてい
る度合いを調べると、高くないことが多く、欧米ではずいぶん前から問題となってきた。たとえば、心筋梗塞患
者の50％にしか退院時にアスピリンを処方していない、といった状況であり、Evidence－practice　Gap（根拠と実
践の乖離）と呼んでいる。
　聖路加国際病院では、QIを算出してまとめた小冊子を全職員に配布（2007年12月には、一般書籍として出版）
し、HbAlcを含むいくつかのQIについてはその改善を病院の年次目標に掲げ、毎月・数値の推移を見ながら対
応策を講じてきた。このことは、当院の医療の質改善に明らかに貢献しつつあるとの感が強い。たとえば、糖尿
病を専門としない多くの医師が最新の糖尿病治療についての勉強会にこぞって出席するようになり、その甲斐も
あってか、HbAlc＜7．0％をクリアしている糖尿病患者の割合は、2004年の46．3％から、2005年50．1％、2006年
51．o％、2007年62．6％へ著しく改善した。このようなQIの公開と改善（エビデンスの活用）の試みは・すべての
職種を対象とした臨床研究（エビデンス発信）の支援部門整備と相侯って、当院のEBM文化の醸成に大きく貢
献しつつある。
　医療過誤については、過誤を犯した当事者個人の問題というよりも組緯の問題であり、組織的な取り組みが不
可欠であるとのパラダイムシフトが起こった。しかし、質の高い医療一標準的な医療の保証一の実践はいまだに
個々の医師の問題とみなされ、組織としての取り組みには消極的である。私は、質の高い医療についても、個人
から組織へのパラダイムシフトが必要であり、そのためには、Evidence－practice　Gapを知るためのQIの算出’
公開が大変効果的であると思っている。
　医療過誤はマスメディアに後押しされるようにして、組織としての対応が必要とのパラダイムシフトが起こっ
た。質の高い医療については、医療者側から自発的、自律的にパラダイムシフトを起こしたいものである。
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